
 
アイスストッカー標茶大会競技規則 

 
１） 選手は４名とし、補欠は２名まで登録可能とする。選手交代はセット毎に自由に行うこ 

とができる。ゲームは各チーム４個のストーンを使用する。 
 
 

２） コートは２０ｍ×３ｍのテープを氷上に区画し、送球マットは中央に置く。 
 
 

３） 標的はコート内１０ｍ～２０ｍ以内に送球位置から投げる。標的は２回まで投げること 
ができるが、２回とも失敗したときは先攻権が移動する。 
 
 

４） 標的及びストーンは腰より高い位置から送球してはならない。即ちアンダースローで滑 
  らし、送球後倒れたストーンはセット終了までそのままの状態で置く。 
 
 
５） ストーンの形や重さ等による不公平を防ぐため、セットごとに色分けしたストーンを交 

換する。１セット目に赤を使用したチームは２セット目は青を使用する。 
 
 

６） 標的にストーンを最も近づけたチームは相手方が更に近づけるかストーンを使い終わる 
  まで送球する。 
 
 
７） 双方のストーンが標的に対して同等距離になった場合は、後に近づけたチームが続けて 

送球することとする。また、セット終了後同等距離の場合は、それぞれのチームに各１ 
点を与える。 

 
 
８） ゲーム中、標的をコート外にはじき飛ばした場合、そのセットは終了とし相手チームに 

２点又は相手チームの残っているストーンの数いずれか多い方が得点として与えられる。 
 
 
９） 得点の計算は、両チームのストーンをすべて送球し終わった後、標的に最も近いストー 
  ンのチームが相手チームの標的に一番近いものよりすべて得点となる。 （１個につき 
  １点とする） 
 
 

１０）セットに勝ったチームは引き続き先攻権を得、ゲームを続ける。 
 
 
１１） ９点を先取したチームを勝ちとしゲームを終了する。（終了得点はゲームに応じて決め 
   ても良い） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



 
アイスストッカー用具と競技方法 

 
１）用  具 

・ 自然石にストックをつけたストーン（１チーム４個）約５㎏程度を使用する。 
 
 

・ 送球マット（６０㎝×９０㎝）古いじゅうたんを投球位置に固定する。 
 
 

・ 標的（アイスホッケーのパック） 
 
２）遊 び 方     

・ このゲームは氷上に投げた標的を目標に各チーム４個合計８個のストーンを滑らせて、寄

せることで得点を争い、セットを何回も繰り返し、先に９点を取ったチームが勝ちとなる。 
 
 
３） 投球順番 

・ まず、先攻を決めて標的を１０ｍ～２０ｍ以内に自分の得意な距離に投げる権利を得る。 
・ 同位置にマットを固定し最初のストーンを滑らす。次に後攻のチームが先攻チームのスト

ーンよりさらに近くまで滑らせ続ける。後攻チームのストーンが先攻チームのストーンの

ものよりも標的に近づいたら先攻のチームが次の投球を行う。 
このように標的に一番近づけたチームは相手がさらに近づけるまで又はストーンを使い終

わるまで待ち、次のストーンを滑らせます。即ち、その時点で負けているチームが勝って

いるチームに挑むということになり、全部投げ終わって得点を数える。 
・ 第２セットからは前のセットに勝ったチームが先攻権を得る。 

 
 
（例） 

セット数 ストーンの位置 得点の計算方法 

第１セット 
  ○     ○ 
◎ ○◎   ●       ◎ ○ 
              ◎ 

○チームは◎チームよりも標的●に

１個近いため ○チームが１点 

第２セット 
     ○   ◎ 
◎       ◎ ●      ○ 
      ○ ◎      ○ 

◎チームは○チームよりも標的●に

３個近いため ◎チームが３点 

第３セット 
   ◎     ○ 
   ◎     ○  ●  ○ ◎ 
 ◎          ○ 

○チームは◎チームよりも標的●に

４個近いため ○チームが４点 

 

上記の例では… 

第３セット終了までの得点は５対３で○チームが勝っていることになります。このまま、セット

を繰り返し、先に９点に取ったチームが勝ちとなります。 


